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高機能フィルムの技術で、
人と地球のサステナビリティに
貢献します

東洋紡の強み

●  包装用フィルム（食品包装トップクラスシェア）
●  工業用フィルム（セラミックコンデンサ用離型フィルム、
　液晶ディスプレーの偏光子保護フィルムなど）

2022年度の事業概況
　2021年度に各産業でお客さまの生産活動が再開し、特需のよう
な状況が生じたため、2022年度は揺り戻しもあり、在庫調整局面な
ど複数の要因が重なって市場全体が低調に推移しました。特に、 
工業用フィルムは自動車関連の生産落ち込み、セラミックコンデン
サ用離型フィルムなどの需要減退の影響を大きく受けました。収益
面では原燃料価格の著しい上昇が続きました。また、国内外の粗原
料・原料メーカーの事業撤退など調達面での混乱も生じました。包装
用フィルムは、原燃料価格の上昇に対して製品価格の改定が
追いつかず、利益全体が前年に対して大幅な減少となりました。
　市況全体が低調となる中、リサイクル樹脂、バイオ樹脂等を採用
した環境配慮型フィルムについては想定以上に伸長しており、今後
も需要の伸びが続くと見られます。また、東洋紡が技術優位性をも
つ高リタデーション液晶ディスプレーの偏光子保護フィルムが堅調
に推移しました。
　これらの結果、当セグメントの売上高は1,461億円、営業利益は
16億円（新セグメント実績）となりました。

機会とリスク

機会

●  循環型社会・カーボンニュートラルに向けた
グリーンフィルム需要拡大

●  減プラスチックニーズ拡大
（薄肉化技術の価値上昇）
●  デジタル社会の進展による 
高機能フィルム需要拡大

リスク
●  世界各地に生じる政情不安と 
それによる市場への影響

●  原燃料費の高騰・調達リスクの拡大

液晶ディスプレーの偏光子保護フィルム「コスモシャインSRF®」
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成長戦略
　「デジタル社会の進展」「脱炭素・循環型社会」への貢献を二つの
柱に、成長戦略を進めています。当社の主力にセラミックコンデン
サの製造工程中で使うポリエステル離型フィルムがありますが、機
能性で高く評価されているだけでなく、フィルムと加工を一貫生産
できることで市場優位性を獲得しています。このフィルムについて
は新たな製品開発に取り組むだけでなく、リサイクル技術の確立も
行っていきます。また、燃料電池セル用シール材のポリエチレンナフ
タレート（PEN）フィルム、液晶偏光子保護フィルムについても新製
品開発と用途展開を進めていく考えです。
　そしてプラスチックごみの減量という観点でフィルムは環境問題
の矢面に立つことがありますが、脱炭素社会への貢献ということで、
減容化する、あるいはバイオマス原料の採用を進めていきます。 
また、二軸延伸ポリプロピレン（OPP）フィルムの新機台は、従来の
OPPフィルムより大幅に薄くても強度を保つことができ、モノマテリ

アル化による循環型社会への貢献ができます。フィルムは流通や
人々の生活において欠かせない素材であり、環境に配慮した製品群
を増やしていくよう、それぞれの製品で取り組みを進めています。

設備投資・研究開発投資
　「2025中期経営計画（以下、2025中計）」期間中（2022～2025年
度）に800億円の投資を予定しており、このうち約8割を成長投資と
しています。まず、高機能フィルムの市況回復に合わせた増産、 
拡販を継続していきます。セラミックコンデンサ用離型フィルムは 
新設備のコーター1、2号機を合わせると生産能力を従来の2.5倍
に、液晶ディスプレーの偏光子保護フィルム「コスモシャインSRF®」
は生産量約1.2倍に拡大します。加えて、先述の高剛性フィルム、 
バイオ樹脂100%のフィルム、リサイクル原料使用フィルムの開発、
さらには、自社内・外の加工済みフィルムのリサイクルの仕組み 
づくりなどにも積極的な投資を行っていきます。

今後の取り組み
　2023年度はまず収益の柱の立て直しと利益回復に取り組んでい

きます。2022年度に積み残した大きな課題である包装用フィルムの
さらなる価格改定、OPPフィルム新ラインや新製品の本格立ち上げ
を急ぎます。セラミックコンデンサ用離型フィルムは市況の回復を
見ながら、お客さまの増産体制に対応し、新ラインの建設等を進め
ていきます。液晶偏光子保護フィルムもお客さまの増産体制に対応
するとともに、価格改定も実現していきます。
　2025中計の下、フィルム事業では「サステナブル・ビジョン2030」の
五つの社会課題のうち、主に三つに注力していく考えを示して取り組
んでいます。まず、「従業員のウェルビーイング&サプライチェーンの
人権」です。当事業では、国内外に7カ所の製造拠点を保有しており、
従業員の安全とやりがい醸成、現場のゼロ災・防災達成は、事業基
盤においても最も重要な課題と捉えています。次に、「脱炭素社会&
循環型社会」では、Scope1、2のカーボンニュートラル達成と資源循
環型フィルム、環境に貢献できるフィルム等を広く社会に供給するこ
とを目標にしています。そして「良質な水域・大気・土壌&生物多様性」
に関しては、食品の鮮度保持など高機能包装用フィルムでフードロス
削減に貢献していきます。当事業では、これらに対して個別の目標を
設けて全体への周知を徹底し、一丸となって取り組んでいきます。
　さらに、資源循環のテーマに対しては当社、当事業といった単位
の取り組みではリサイクルの効率や効果を大きくしていくうえで限
界があります。そこで、電気・電子メーカーのお客さまを巻き込んだ
セラミックコンデンサ用フィルムリサイクルの仕組みづくりや、医療
メーカーや印刷業のお客さまと連携したラベル紙（離型フィルム「カ
ミシャイン®」）循環プロジェクトなど、業界を超えた資源循環の取り
組みに積極的に参画しています。当社のリサイクル技術を国内のみ
ならず、国境を越えた取り組みに広げていきたいと考えています。

宇都宮工場に新設する製造設備（セラミックコンデンサ用離型フィルム）
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